
ONCC 12 期生 江戸時代にタイムスリップ

広重 ―
すり

摺の
きわみ

極―

2024 年 7 月 11 日 あべのハルカス美術館

あべのハルカス美術館に、歌川広重の絵を見に行ってきました。

歌川広重と言えば、北斎とともに浮世絵版画の世界において風

景画、花鳥画のジャンルを確立した有名な江戸時代の浮世絵師

です。

彼は風景画を得意とし、代表作は「名所江戸百景」「東海道五

拾三次」「木曽海道六拾九次」です。彼の鮮やかな青色は、ヒロ

シゲブルーと呼ばれ大胆な構図と共に人気があります。ヨーロッ

パ、アメリカでは評価が高く、また、ゴッホやモネなどの西洋の画

家に影響を与えたとも言われています。





豆知識 ♡ヒロシゲブルーの鮮やかな青は日本古来の藍（インディゴ）の色ではなく、当時
ヨーロッパから輸入された新しい顔料であるベロ藍です。

♡東海道五拾参次の雪が深々と降りしきる蒲原を描いた作品は、初摺と後摺では
表現が異なります。初摺は空の上が黒い「天一文字ぼかし」で表現しています が、

後摺は逆に空の下の方が黒く、ぼかし上げています。また、蒲原はあまり雪の降ら

ない土地です。それを、あえて雪を降らしたのは、広重の独創的な構図です。



♡左の団扇絵は世界で 1枚のみ現存しているそうで
す。

（この団扇絵の写真は本物の作品ではありません。撮

影が許可されていないため、ショップで買ったコピー

です。）

この展覧会では、風景画家として成功する以前の役者絵、美人画等々、また、大成し

た後の戯画風の作品、絵封筒、千社札、肉筆の作品など広重の意外な作品も展

示されていました。

今日は広重の良く知られている作品、そしてあまり知られていない作品も堪能できま

した。

（3班 広報担当）


